社団法人　千葉県社会福祉士会
平成23年度 第4回理事会議事録
1、 開催日時　平成23年8月27日（土）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター3階会議室
3、 出席者　会長
　神山

副会長
　目黒、櫻井（勉）
　　　　　　事務局長
　岡本
　　　　　　会員理事
　(ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木（勝）、吉田
(総務委員会）五十嵐
(総合相談委員会）森池

(外部評価委員会)　丸

(独立型社会福祉士委員会)　川島

　　　　　　会員外理事
　石塚、川口
委任状提出理事
　鈴木(将)、染野、櫻井、周藤
　　委任状提出会員外理事　西城、石川

　　欠席会員外理事
　池亀

欠席代議員

　須田、小榑、平野、出羽

欠席監事

　君和田、林

4、 議題

（1） 日本社会福祉士会臨時支部長会議報告
（2） 各委員会報告事項に対する質疑

（3） 議事
1.　役員選挙について

2.　法人後見業務監査委員について

3.　文書管理について

（４）その他
5、 議事録
· 出席者及び資料の確認

· 岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
· 議題

（1） 日本社会福祉士会臨時支部長会議報告・・・神山会長から報告
· 8月7日(日)に行われた臨時支部長会議に神山会長が出席
· 連合体移行のことが議題の中心だったが、総会にて連合体加入の議決がされていない県は、千葉・山梨・岐阜の３県となっている。
· 千葉県は定款の定義等が問題となっているが、加入に関しては同意をいただいている。
· 山梨県は今年中に臨時総会を予定、岐阜県は連合体移行について疑義が出ているとのこと。
· 次回の支部長会議は9月に予定・・・その際に、県としての意見を持っていくことになっている。
· 今後、細則等の件について三役で会議をしていく予定。

（２）委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
１．独立型社会福祉士委員会
· 8月22日(月)夜、千葉市のホームレス支援活動に千葉県社会福祉士会からも5名参加し、千葉駅周辺で話を聞いたり千葉市の制度を説明したりする活動を行った。千葉市では今後も活動をしていくということなので、その際は参加していきたい。
· 9月14日(水)刑務所参観を行う予定。
· 今後の委員会の活動のため、8月30日発送予定の広報に独立型社会福祉士のアンケートを入れるのでご協力いただきたい。
2． ぱあとなあ千葉運営委員会・・・市民後見人について
· 市民後見人について櫻井副会長から報告あり。市民後見人について養成はされているが受任に至っていないのが現状である。しかし、千葉県内の市町村では、松戸市において平成20年より市民後見人養成研修が開催されていて、今後同市では市民後見人のあり方をどうするかということを検討していくことになっている。また我孫子市では片野氏へ社会福祉士として市民後見人の会への協力の依頼があり、櫻井副会長と出席予定となっている。
· 日本社会福祉士会では市民後見人の養成は積極的に行っていない（アンケート等での情報収集の段階であって、主体的には行っていない）。また、養成するだけではなくサポート面を含めた体制つくりが必要なのではないかという要請を厚生労働省に提出している。
· 日本社会福祉士会から市民後見人についてのアンケートが届いているので、それをきっかけに今後千葉の運営委員会でも検討していきたいが、現在の運営体制的ではそこまで活動範囲を広げる余裕がないのが現状である。
３．総務委員会・・・災害時対応ワーキングチームより
· 千葉県社会福祉士会としてのいわき市への支援は、形を変えて今後も継続していきたい。
· 支援にかかる必要経費については、共同募金会のボランティアNPO活動支援金の追加申請をするなど対応していくことも可能。
· 資料P4　被災者支援などで困ったこと・ご意見募集は、8月30日発送予定の広報に入れる。(次のステップとして何ができるかを考えていく)
· 被災地支援に関連して、五十嵐理事より旭市の状況について報告あり。現在は、専門職の相談窓口としてロザリオ聖母会が月曜日～金曜日に相談を行っている。また、旭市中央病院が専門職チームで週１回、仮設住宅を周りフォローしている。しかし、仮設住宅には様々な人が支援として訪問してくるということから、今後被災者が玄関先に出てこなくなる可能性もある。

４．事務局・・事務局報告について補足

· 資料P12 千葉県立船橋豊富高等学校より、来年度から介護コースが開講するため、講師の依頼をいただいている。研修啓発部会にて派遣講師について検討中。県立高校での介護コース開講は、学生が地元で就職するという狙いがある。今後、こういった講師派遣の依頼が増えてくる可能性もある。
（３）議事

１．役員選挙について

· 役員選出細則について、前回の理事会時からの変更点は、以下波線部分のとおり。

資料P15第9条　会員理事の合計①+②を10人以上15人以内とすること
資料P16第18条　(1)立候補者の氏名が第9条に規定する細区分ごとに列記された用紙に細区分ごとの立候補者1人に○印を付して投票すること
· 資料P17(別紙1)の業種の分類については、千葉県に確認したところ、新法に移行するまでのものであるため、今回の役員選挙までとなる。
· 独立型社会福祉士が属する分野については、収入等により立候補者の自己申告によるものとすることを選挙管理委員会へ提案する。分類については会員へ丁寧な説明が必要となる。
· 役員選出細則を資料ｐ14-17の通り改正することについて承認を求める。→承認

· 選挙管理委員について、資料P13議案1-2に記載する3名の候補者を委員として選出することについて承認を求める。→承認
· 選挙管理委員の欠員2名については、HP上で再公募をかけると同時に、心当たりのある会員へ声かけをしていき、次回の理事会までには候補者を決めるようにする。
２．法人後見業務監査委員について
· 委員会開催時期は年2回程度で、2月・8月の活動報告時期に合わせて開催予定。

· 任期は、細則に「他の規定に準じる」とあるため、他の委員と同様2年となる。
· 委員3名のうち委員長はいるのか、という質問があった。
· 外部からの委員に対する報酬について、出すべきではないかという意見があった。

今年度は予算化されていないので、事務局で検討

· 法人後見の実施に関する細則第9条に基づく法人後見業務監査委員会の体制 1.定員数 2.委員構成(資料P13参照、法曹関係者は追加資料参照)について承認を求める。→承認
３．文書管理について
·  (訂正)  資料P23 第12条6　「電子適法式による」→「電子的方式による」
· 資料P24 社団法人千葉県社会福祉士会文書管理規則に第28条を追加
「第28条　この規則の改廃は理事会の承認によるものとする」

· 文書は電子的記録での保存も可能なため、スキャナで読み取りDVDに保存することもできる。
· どの文書が資料P25の保存年数と項目に当てはまるかは各委員会で判断する。

· 文書管理規定を資料P22-25の通り制定することについて承認を求める。→承認

（4） その他

· 各委員会の平成24年度事業計画および予算要求については、総会資料を早期に配布するため9月末日を締切とする。
· 9月5日付で災害対応ワーキングチームから、理事会資料として会議録の追加提出あり。
